
・裁判所が，審判確定後に法務局に対して行う手続です。 

・後見制度を理解する。 

・どの制度を利用するか選択する。 

・必要書類を集める。 

・申立書類を作成する。 

・申立書類がそろっているか確認する。 

・申立書類の審査 

・裁判所にお越しいただいて，申立ての実情をお伺いします。 

・必要に応じて，調査官による調査，親族への照会，鑑定などを行います。 

・後見等を開始するかどうかや，後見人等を誰にするかを裁判官が判断します。 

・審判の確定によって，後見人の仕事が始まります。 

手続の流れ 

 

 

財産目録や年間収支予定表の提出 
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審判確定 


